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近年の観測によって、原始惑星系円盤が多様な構造を持つことが明らかになっている。特に、リング・ギャッ
プと呼ばれる環状の円盤構造は普遍的だ。円盤構造はダストの運動や進化に影響を与えるため、惑星形成を理解
する上で重要な要素であると考えられている。巨大惑星が円盤中に存在する時、惑星重力の作用によって惑星軌
道周辺の円盤物質が希薄になる。これを惑星ギャップと呼び、観測されているリング・ギャップ構造を説明する
有力な物理モデルである。惑星ギャップに関する研究はこれまでも活発に行われており、多くの数値流体シミュ
レーションも行われてきた。しかし、それらの多くにおいて冷却効率が高い等温的な円盤が仮定されている。そ
のため、冷却効率が低く断熱的な円盤における惑星ギャップの性質について分かっていないことは多い。我々は
断熱的な円盤における惑星ギャップの性質を調べるべく、Athena++コードを用いて数値流体シミュレーション
を行った。数値流体シミュレーションの結果から、断熱的な円盤では惑星ギャップに乱流的な微小構造が付随す
ることが分かった。このような微小構造は等温的な円盤における惑星ギャップには見られない。また、他のコー
ドを用いたシミュレーションでも確認できるため、微小構造は数値的なものではなく実際に断熱的な円盤で起こ
りうる物理現象と考えられる。微小構造は円盤進化や惑星形成に影響を与えると期待できるので、その発生条件・
物理機構・性質を詳しく調べる必要がある。我々は様々なセットアップで数値シミュレーションを行い、次のこ
とを明らかにした。(1) 微小構造を確認するには高い解像度が必要。(2) 冷却効率が低いほど微小構造は現れやす
い。(3) 粘性が強いと微小構造は発現しない。本講演ではこれらの結果を報告し、微小構造を発生させる物理機
構や微小構造が円盤進化・惑星形成に与える影響についても議論する。


